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ＢＬＡＳ導入事例（１）ＴＯＰＰＡＮデジタル株式会社 

 

インフラテック事業（モバイルエンジニアリングサービスおよびＩｏＴエンジニアリングサービス)

を手掛けるベイシス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：吉村公孝、証券コード：4068、

以下ベイシス）の自社開発ＳａａＳであるＢＬＡＳが、ＴＯＰＰＡＮデジタル株式会社（本社：東京

都文京区、代表取締役社長：坂井和則、以下ＴＯＰＰＡＮデジタル）へ 2024 年１月に導入されまし

たことをお知らせいたします。 

 

 

 
 

 

ベイシスは創業から 20 年以上培ってまいりました技術力と現場力で機器設置等のプロジェクトを遂

行し、超スマート社会の実現に貢献してまいりました。創業時から弊社が課題と感じていた施工業界

のアナログ作業を自社開発のＳａａＳであるＢＬＡＳを活用することにより、大量の機器設置を、最

適な工数で、正確に、管理することが可能となりました。 

当初は社内利用を想定しておりましたが、社外への試験的な導入などを通してＢＬＡＳの有用性を評

価していただきました。その結果もあり、ＢＬＡＳの試験的な導入へもご協力をいただいておりまし

たＴＯＰＰＡＮデジタルへ今回正式に導入が決定いたしました。 

 

 

  



 

〇ＢＬＡＳとは 

ＢＬＡＳとは、スマートフォンやＰＣを用いて、現場からでも作業進捗や写真データなどの登録・更

新・管理などが可能な現場に寄り添ったシステムです。すべての情報はＢＬＡＳに蓄積され、リアル

タイムで情報を確認できます。機器の取り付け間違いなども作業者が現場を離れる前にチェックする

ことができ、無駄な手戻りも防げます。 

また画像認識ＡＩやＲＰＡの併用などにより、 

・シリアルナンバーの突き合せ 

・計量メーター指針値の事後確認 

などの省人化も可能ですので、生産性向上に繋がります。 

 

 
 

 

〇ベイシスについて 

ベイシスは 2021 年に東証マザーズ（現グロース）に上場、「ＩＣＴで世の中をもっと便利に」を企

業理念に掲げ、テクノロジーを駆使しながらデジタル社会のインフラメンテナンスを創り、支える

「インフラテック事業」を行っています。通信・電力・ガス等のインフラ事業者様に対し、通信イン

フラの設計・施工・運用・保守サービスおよび各種プロジェクト支援等のサービスを提供しています。 

https://www.basis-corp.jp/ 

 

〇ベイシスのサービスご紹介 

ＩｏＴ機器の設置にお困りの方は、以下の当社プラットフォーム「スマセッチ」をぜひご覧ください。

「スマセッチ」は、ＩｏＴ機器などを活用したスマートインフラを構築する際に、機器の取り付けや

施工の工程管理、施工後の運用・保守を依頼可能なプラットフォームです。 

https://smasetchi.com/ 
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〇代表取締役社長 吉村公孝のＸアカウントご紹介 

代表取締役社長 吉村公孝のＸアカウントより定期的に会社情報等の発信を行います。ぜひフォロー

をお願いいたします。 

以下のＱＲコードもしくは「吉村公孝＠ベイシス社長」「＠yoshibasis」で検索ください。

 
 

 

以上 

 


